
令和７年度 第５回 

国府地域振興未来会議議事概要  

 

日 時：令和８年２月６日（金）１３時半〜１５時１０分 

 

場 所：国府町コミュニティセンター 

 

出席委員：山田一孝、前岡美華子、倉持裕彌、福田克彦、吉永昇平、福田明 

岸田玲子、池谷有希 

 

事 務 局：須﨑支所長、藪下副支所長兼地域振興課長、吉田産業建設課長 

     石原地域振興課長補佐 

 

◎会議次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 国府地域振興未来会議第２回ワークショップ 

４ 閉会 

 

【概要】 

３ 国府地域振興未来会議第２回ワークショップ 

 ≪グループ①≫地域資源を活かした賑わいづくり 

 【勉強会】 

   ≪ピックアップした団体について≫ 

   ・各団体の活動内容等について確認 

   ・団体はそれぞれ特色が強く、活動内容に特化している。 

   ・国府町観光協会の活動はどこが主体となっているのか。 

   ・国府町は、雨滝などの観光名所はあるが広報力が弱い。 

   ・効果的な情報発信はできないものか。 

   ・インスタを活用した情報発信は効果的と考える。 

   ・誰に向けて発信していくのかが重要。 

   ・万葉文化に触れていただく機会を創出し体験型観光はいいと考える。 

・インバウンドを活用した広報戦略は面白いと思う。 

   ・国府町以外に住んでいる人からみて、国府町のイメージなどについて改めて

意見を伺いたい。 

   ・地域おこし協力隊、支所の若手職員を次回のワークショップに参加していた

だき議論を重ねたい。 

 

 



  【今日のまとめと次回のワークショップの内容】 

    活動団体をピックアップしてどう紡いでいけるかを検討したが、ちょっと難

しい面があることが分かった。 

    そのため、情報発信するための部分を研究していく。 

 

≪グループ②≫持続可能な地域づくり 

 【勉強会】 

   ≪各種資料による気づき≫ 

   ・大茅・成器には特に子どもがいない。宮下・あおば地区には子どもがいるほ

うだが、実情は小学校までで入れ替わりが多く、小学校にそのままあがる家

庭は少ない。 

   ・世帯も地区で随分違いがある。同じ一人世帯・二人世帯でも、大茅地区は高 

齢の世帯で、宮下・あおば地区は若い世帯と思われる。 

   ・大茅地区は第３次産業が半分くらいだが、若い人は働きに出て、高齢の人は

農業従事が多いようだが兼業だろうか。第１次産業の人はこんなにいるのか

という印象。 

   ・国府はどちらかといえば住みやすいということか。ネガティブな意見が少な

い。住みやすいためには何が重要か、買い物・移動・防災など。 

   ・国府を知るために、たくさんデータがあれば参考になるし、議論をするため

にはやはりデータは必要。 

   ・宮下・あおば地区は目立たないが子どもの数が減っている。谷地区は高齢化

率があがっている。 

   ・国府に移住された人のデータがあったら面白い。 

   ・宮下・あおば地区は土地が高く、残っているところは条件があまりよくない

ので、とりあえずアパートを選択する。地域計画と併せて調整区域について

も合わない所は外すなどの検討をしてもらいたい。 

・宮下、あおば地区は人が集まってきているので、ずっと住みたいと思っても

らいたい。 

・住んでいる人の満足度は高いようなので、国府は住みやすいということを知

ってもらえれば人は来るのではないか。本当は住み続けたいけど、そうでき

ないから出ていく人もそれなりにいる。校区も戻してくれたらとも思う。 

・国府はもと国庁であって、何らかの価値や意味がある土地なのでは。 

・国府だけ渇水にならなかった。水もきれい。 

・国府はポジティブな要素が多いが、そのポジティブな要素を活かしきれてい

ない。 

・農業はその範囲を広げられる。支援があればもっと広げられる。 

・宮下・あおば地区にはもう家を建てられる土地がないが、谷地区にはある。 

・谷地区は国府の真ん中にあるし、資源的に国府らしいので、谷地区にしぼれ

ばいっぱいアイディアが出せそう。 



  【実現したら面白そうな国府町民専用施策アイディア】 

   ・子ども若者応援モデルとして、来てもらった人に農業体験をしてもらい、

ホームステイをしてもらうことで親も関係人口に巻き込める。 

   ・国府で採れる農産物を国府で買えるようにしたい。 

   ・子どもが外に研修に行き、外を見て来て国府に帰ってくる費用が欲しい。 

  【次回ワークショップの内容】 

   平均的な地区として谷地区があがった。物理的にも人口的にも国府の土地のよ

さ、環境のよさが集まっている谷地区にフォーカスしてはどうかということが見

えてきた。 

また、国府の中で何か国府町民向けの施策について話していると意見が出てく

るので、ある程度絞れてきた地区を想定しつつ、あまり視点から外さずにアイデ

ィアや施策などの議論をしていく。 

 

 グループ①とグループ②それぞれが話し合いの内容を発表し、共有した。 

 

４ 閉会 

 次回の開催日時 

  令和８年４月２４日（金）１３：３０～ 

  国府地域交流会館 


